
 

 

 

 

 

 

 

体育大会が終わって～愛のほうし事業 

校長 米澤 明範 

５月２３日（土）第４１回体育大会を実施しました。本番を迎えるまで体育委員が中心となり全

体運営を行い、ブロック長が各チームを牽引する形で練習を重ねてきました。本格的にはゴールデ

ンウィーク明けから取組が始まりましたが、約２週間に渡り日替わりで全校練習、ブロック練習、

学年練習等を行い、それと並行して開閉会式で出番がある生徒はそのリハーサル、また各専門委員

会は分担した役割の打ち合わせや準備をし、当日を迎えました。 

今年度は青ブロック（１－１、２－１、３－１、３－３）と赤ブロック（１－２、２－２、３－

２）の２チームに別れて縦割りでの対戦。当日は寒いくらいの気候でしたが、予定通り実施するこ

とができました。ブロック種目、各学年全員リレー、各学年種目、選抜リレー、３年生演技種目、

どの種目も大いに盛り上がり、自分が出場のない時でも同じブロック同士で応援し合っている姿が

感動を誘いました。結果は青ブロックの勝利となりましたが、年度が改まって初めての全校行事を

終え、やり切った姿はどの生徒も満足気な様子がうかがえました。美術部で作成してくれた看板も

完成度が高く、また吹奏楽部の校歌伴奏も立派に演奏をやり遂げ、競技以外の活躍も目を見張るも

のがありました。体育大会の取組を通して得た団結力や積み重ねの大切さをこの場だけのイベント

で終わらせるのでなく、今後の学級や学年の向上につなげていきます。ＰＴＡ、ＮＳＣ、学校運営

協議会、地域学校協働活動推進委員の皆様にも運営にご協力いただきました。また多くの保護者、

地域の皆様にもご来校いただき、たくさんの応援をいただき感謝申し上げます。 

 

 

５月１４日（木）「愛のほうし事業」式典を挙行しました。この事業は緑の募金から捻出された

資金をもとに、かながわトラストみどり財団より予算化していただいたもので、毎年県内３校選出

される中で実現しました。作業としては地域の造園業者、ＮＳＣ、保護者の皆様のご協力をいただ

き、おもに高木の剪定及び植樹を行いました。本校は例年秋口になると近隣の園児や児童がどんぐ

り拾いをしに来てくれます。そのどんぐりで作品づくりや学習に役立てていただくとともに本校の

生徒にとっては訪れた園児とふれあう機会を持ち、家庭科の保育分野の学習の一環としています。

この取組を「どんぐりプロジェクト」と銘打ち、校内の緑を地域の交流の場

として活用していますが、今回の植樹は今後もさらに発展していけるよう 

マテバシイを植えていただきました。式典では関係の来賓の方やＰＴＡ本部

役員の皆様にもお越しいただき、この事業に対してお祝いの言葉をいただき

ました。天候の関係で残念ながら全校生徒とはなりませんでしたが生徒会 

本部や体育館部活のみなさんにも参加してもらいました。この「愛のほうし」

は生徒の発案で命名したもので「奉仕・胞子・宝子」という意味が込められ

ていることを生徒会長より説明してくれました。地域、保護者の皆様におか

れましては今後本校にお越しの際は、ぜひこのマテバシイの成長していく 

姿をご覧いただけると幸いです。 
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※愛川中原中学校のホームページの『愛川中原中学校 BLOG』を、 

随時更新しています。愛川中原中学校の最新情報はここから見られます！ 

美術部制作のパネル 

６月の予定  

２日（火）専門委員会            １７日（水）・１８日（木）期末試験 

１１日（木）歯科検診 生徒総会       ２３日（火）壮行会 

専門委員会           ２４日（水）研究授業 

１２日（金）～１８日（木）諸活動停止    ２９日（月）選挙管理委員会 

    

体育大会お疲れさまでした。今回の体育大会は、初めての二色対抗という

新しい形で行われました。三年生にとっては中学校生活最後の体育大会でも

あり、一人ひとりが特別な思いをもって取り組んだと思います。仲間と励ま

し合いながら最後まで全力を尽くした経験は、勝敗以上に大きな財産になっ

たと思います。色や学年を超えて協力する姿を通して学校全体の団結力を感

じることができました。 

今回の体育大会で深まった団結力を今後の学校生活や中原中二大行事の一

つである紫陽祭に向けて活かしていきましょう！ありがとうございました！ 

体育大会実行委員長 

 

5 月 23 日に、第 41 回愛川中原中学校体育大会が行われました。今年度は黄ブロックがなくなり、赤・

青の 2 ブロック制となるなど、大きな変化の中で実施された体育大会でした。そのような中でも、生徒たち

は学年を超えて声を掛け合いながら練習に励み、互いを懸命に応援する姿を見せてくれました。 

当日は何度転んでも立ち上がり、最後まであきらめずに競技へ挑む姿が多く見られ、今年度のスローガン

「七転八起」にふさわしい、粘り強い戦いが繰り広げられました。勝敗がある中でも、生徒たちは仲間と協

力することや、一生懸命取り組むことの大切さなど、勝ち負け以上に大切なことを学ぶことができたように

感じます。体育大会の形は変わっても、仲間と支え合い全力で取り組む姿からは、先輩たちが築いてきた伝

統や熱い思いが確かに受け継がれていることを感じました。この経験を学校生活にも活かしていってほしい

と思います。                                   体育的行事担当 

※写真は学習室作成の６月の掲示物 


